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くらしと協同をたずねて  2

京都大学「花谷会館」を取り巻く歴史と
その継承について
　 

　　　安藤 悠太（京都大学大学院地球環境学堂 特定助教）

はじめに

　京都大学吉田キャンパスの正門を抜けて
すぐ右手の、自動車と連絡バスの入構門の
先に、砂利が敷き詰められた空き地がある

（写真 1）。吉田神社の参道でもある東一条
通のすぐ隣のこの敷地には、2021 年 8 月
まで「花谷会館」があった。花谷会館は木
造 2 階建ての延べ約 160㎡の小さな建物で

あり、2016 年 9 月まで長らく京都大学生
活協同組合の本部事務所として使われてい
た（写真 2）。しかし、建物の老朽化が激
しく耐震基準を満たしていなかったため、
空き家状態が 5 年近く続いた後に取り壊さ
れてしまった。取り壊し時点で築 74 年を
迎えていた花谷会館は、実は歴史的な意味
を持つ建物であった。その歴史は、建設さ
れた 1947 年よりさらに遡ること 2 年、広
島への原子爆弾投下にまで連なる。
　本稿は、花谷会館が京都大学で辿ってき
た歴史を概観すべく、その由来を簡単にま
とめると同時に、京都大学生活協同組合に
よりどのように使用されてきたのかを記し
たものである。本稿が、取り壊し後、いま
だに具体化されていない花谷会館の歴史を
継承する方法を探る一助となることを望む。

花谷暉一らの不慮の死

　花谷会館の「花谷」という名前は、京都
帝国大学理学部の荒勝文策研究室に所属し
ていた、大学院生の花谷暉一氏に由来す
る（写真 3）。荒勝文策教授は、加速器を
用いた原子核の実験的研究を日本で最初に
始めた人物であった。1943 年に荒勝研究
室の大学院生となった花谷暉一氏は、第二
次世界大戦中、ウランに中性子を衝突さ
せ、核分裂したウランから放出される中性
子を測定するために、検出装置や手法の開

写真 1　花谷会館の跡地（2024 年 2 月撮影）

写真 2　在りし日の花谷会館（2012 年撮影）
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発を行っていた。同時に、海軍からの要請
により、荒勝研究室は天然ウランからウラ
ン 235 を分離抽出するための遠心分離器の
設計や、核分裂連鎖反応の臨界値の計算な
どにも取り組んだ。この戦時研究は核分裂

（fission）の頭文字をとって「F 研究」と
呼ばれた。
　そして、1945 年 8 月 6 日 8 時 15 分、広
島に原子爆弾が投下された。原爆の恐るべ
き威力を前に、荒勝教授と陸海軍は調査団
を組織し、花谷暉一氏を含む 7 名の理学部
班と、4 名の医学部班の計 11 名が、10 日
に広島を訪れ、その惨状に衝撃を受けつ
つ、土を採取して京都へ持ち帰りβ線の測
定を行った。その後、荒勝教授は、第 2 次
調査団のデータと合わせて、新型爆弾が原
子爆弾であると科学的に断定した。8 月 28
日には、第 1 次調査団に参加し広島で被爆
者の調査を行っていた医学部の杉山繁輝教
授を中心として、血液学や解剖学の研究者
を含む全学的な診療調査班の派遣が決定さ
れた。医学部から募られた有志の診療調査
班は、9 月 3 日に宮島の対岸の大野浦にあ

る陸軍病院に到着し、到着以来十数日で
2000 名もの被爆者を診察し、当時は未知
だった放射線障害についても報告した。
　一方、9 月 12 日には、文部省の学術研
究会議が原子爆弾災害調査研究特別委員会
を発足させ、荒勝教授と医学部の菊池武彦
教授に参加を要請した。そこで、荒勝研究
室から花谷暉一氏を含む 6 名で第 3 次調査
団が組織され、残留放射能の調査を行い復
興に役立てるため、大野浦陸軍病院に合流
して研究と治療に当たることとなった。理
学部の 6 名は、9 月 15 日に京都を出発し、
16 日の夕方に強い雨の降る大野浦に到着
した。翌 17 日も強い雨が続き、夜には激
しい豪雨となった。この雨こそが、1945
年 9 月 17 日に終戦直後の西日本を襲った
大型台風である枕崎台風による記録的豪雨
であった。しかし、上陸地点の枕崎測候
所で記録された 62.7m/s もの最大瞬間風速
と 916.6hPa という最低気圧は、通信線の
途絶により中央気象台には届かなかった。
広島市の江波山にある広島気象台では、台
員による懸命の観測が行われていたが、原
爆の被害により市民に天気予報や防災情報
を伝える術を失っていた。風雨がさらに強
まっていた大野浦陸軍病院では、夜 10 時
頃に停電が起きた後、突如、山津波（土石流）
が発生した。この山津波により、陸軍病院

写真 4　被災後の大野浦陸軍病院
（京都大学大学文書館所蔵）

写真 3　花谷暉一氏の写真
（京都大学生活協同組合に保管）
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は崩壊し（写真 4）、理学部班から花谷暉
一氏を含む 3 名と、医学部班から 8 名が犠
牲となった。この京都大学原子爆弾災害綜
合研究調査班の遭難の知らせが京都に届い
たのは 20 日になってからであり、10 月 11
日に時計台 2 階の大講堂にて大学葬が行わ
れた。
　花谷暉一氏の遺族であり兄の花谷正明氏
は、24 歳で亡くなった弟の死を悼み、京
都大学の学生の福利厚生のために多額の寄
付を行い、その資金を用いて 1947 年に時
計台の東側に建てられたのが、花谷会館で
あった（写真 5）。

京大生協の設立と花谷喫茶

　戦後、京都大学では物資の配給や斡旋を
行う生活協同組合が同時多発的に作られ
た。その中で、1947 年に西部構内の食堂
で火災が起きた際に、京都大学同学会（学
生自治会）の厚生に関わる下部組織をまと
めて学生の協同組合を設立する動きがあ
り、1948 年 5 月に 4 つほどの団体が合流
する形で、学生生活協同組合が設立された。
この学生生活協同組合が、今の京都大学生
活協同組合の設立に繋がる団体の一つであ
り、京大生協が花谷会館を使用するきっか
けとなる。

　同年 1948 年の秋には京都大学で学園祭
が開かれることになり、学生生活協同組合
は、学園祭の期間中に喫茶店を開くために
大学の厚生課から花谷会館を借りることに
なった。当時、花谷会館は学生の休養施設
として使われており、喫茶店などといった
特定の目的のためには貸さないとの方針が
あったようだが、厚生課に掛け合い期限付
きで借りることに成功し、喫茶としての営
業を行った。今では考えにくいことだが、
学生生活協同組合が学園祭後も無断で継続
して借用していたところ、厚生課から呼び
出され、交渉の末引き続きの使用が認めら
れたそうだ。この花谷会館の喫茶部により、
学生生活協同組合は多少の収入が得られる
ようになった。その後すぐに、学生だけの
協同組合ではなく、京大厚生会や職員組合
厚生部と合併して大学協同組合を設立する
必要があるということになり、1949 年 3
月の職員組合大会で合併の許可が下り、5
月 25 日に京都大学生活協同組合の設立総
会が行われた。
　京大生協の設立に伴い、花谷会館も引き

写真 6　花谷喫茶の外観
（年代不明・京都大学大学文書館所蔵）

写真 5　花谷会館の由来
（京都大学生活協同組合に保管）
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継がれ、喫茶部「花谷喫茶」としての営業
が続けられた（P46  写真 6）。1950 年の新
入生向けの案内には、正門の 50m 東にあ
る吉田分校喫茶として、飲食物を市価の半
額で提供していること、電気蓄音機の設置
によりコンパなどを行えることが記されて
いる（写真 7）。1957 年には、コンクリー
ト工事により床を改装したそうである。そ
の後、花谷喫茶は 1960 年 3 月まで営業さ
れた。喫茶部は、同時期に行われた京大生
協の店舗工事に伴い、時計台地下に移転し、
新喫茶として 1960 年 3 月 23 日に開業した。
この新喫茶は、36 人定員で、コーヒーな
どの飲み物、プリンやフルーツポンチなど
の甘味、サンドウィッチなどの軽食に加え、
ウイスキーやビールといった酒も提供して
おり、花谷喫茶が赤字だったため新喫茶で
は若干の値上げを行ったが、組合員にとっ
ては好評だったようだ。新喫茶の名称は公
募によって「喫茶メソン」と決まった。メ
ソンとは湯川秀樹教授により理論的に予言
された中間子のことで、理学部の学部生が
提案した名称であった。花谷喫茶の系譜で
ある新喫茶が、奇しくも原子核物理学の用
語を冠していることは、もしかしたら当時
の名称の選考委員の 7 人の常任理事の粋な
計らいだったのかもしれない。

京大生協本部としての花谷会館

　その後の花谷会館は、最終的に 2016 年
9 月に空き家状態となるまで、京大生協の
本部事務室として使用されてきたことはわ
かっているが、どの時期にどのように使用
されていたかは具体的にまとめられていな
い。そのため、本稿の執筆にあたり、資料
収集と複数人への聞き取りを基に可能な範
囲で整理することを試みた。
　まず、1960 年に花谷喫茶が喫茶メソン
として移転した際の冊子には、「花谷喫茶
室は総代懇話室として使用される予定であ
る」と記載されていた。また、1963 年の
事業報告書に「花谷購買部 S3 開店」との
記述があることから、本部事務所や購買部
の拠点として使われていたと推測される。
さらに、京大での学生運動に関するビラに
は、1969 年には京大生協本部は花谷会館
にあり、2 階は事務室であったと記載され
ている。このビラによれば、花谷会館は、
1969 年 1 月に吉田寮・熊野寮生らと大学
当局との交渉決裂から始まった学生運動を
受け、2 月 27 日の午前 2 時から 5 時半頃
まで全学共闘会議（全共闘）に一時占拠さ
れた。全共闘の学生は花谷会館の横のバリ
ケードを撤去し、2 階事務室を荒らしてバ
リケードを設置し、作った火炎瓶を投げつ
けガソリンを撒くなどしたようだ。その後、
1970 年頃には、花谷会館 1 階には、本部
事務室とともに理事会室や POP 室（宣伝・
広報担当の事務室）が置かれていたことが
わかっている。2016 年にもほぼ同じ用途
で使われていた（写真 8）ことから、部屋
の名称や用途は変わりつつも、京大生協本
部は 1960 年代から 2016 年に吉田南構内の
吉田購買部 2 階に移転するまでの間、花谷
会館 1 階に置かれ続けたと言える。この本
部・組合員センターは、組合員が加入・脱

写真 7  京大生協の案内（1950 年 3 月）
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退する際に訪れる場所となっていたため、
50 年近くにわたって多くの京大生が訪れ
たはずである（写真 9）。
　花谷会館の 2 階は、北側外の階段を上が
ると両側に扉があり、東側の小部屋と西側
の部屋の二手に分かれる間取りとなってい
た。1970 年代には、東側の小部屋は組織
担当職員の部屋として、西側の部屋は組
織部（後の学生委員会）の部屋「ボック
ス」として使用されていた。このボックス
は、1969 年の学生運動以前は、西部講堂
横のサークルボックス棟の最奥にあった
が、学生運動後に花谷会館に移ってきたそ

うだ。その後の用途の細かな変化は追えて
いないが、2000 年代以降は、東側の小部
屋は POP 室、西側の部屋は引き続き学生
委員会のボックスとして使われた。2012
年から学生委員の一員だった筆者にとって
も、2 階西側のボックスは頻繁に出入りし
ていた思い出深い部屋である。入口の木造
の階段の段の中央部分がすり減っていたこ
と（写真 10）、部屋の中には歴代の学生委
員が残した大量の物品が溢れており（写真
11）、床には今にも踏み抜きそうな凹みが
あったことなど、歴史と共に老朽化を感じ
る雰囲気だった。このボックスも、多くの

写真 9　花谷会館 1 階の内観（2012 年撮影）

写真 8　花谷会館 1 階の内観（2016 年撮影）
写真 10　花谷会館北側外の階段（2016 年撮影）

写真 11　花谷会館 2 階のボックスの様子（2015 年 6 月撮影）
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学生委員にとって、青春を謳歌した場所の
一つであったに違いない。
　一方、花谷会館 1 階の裏手（東一条通側）
には、2000 年以降「京大理容室」があっ
たことも、京大生にはよく知られていた。
元々、花谷会館 1 階のこの場所は増築され
た部屋であり、京大生協が経営するクリー
ニング屋が置かれていた。しかし、2000
年に行われた時計台工事に伴い、時計台地
下にあった京大理容室が移転してきて以
来、2016 年まで花谷会館で営業が行われ
ていた。この京大理容室は、京大生協の店
舗ではないが、1600 円でカットができる
など割安だったため、福利厚生という点で
類似点が多い。京大生以外にも、教員や職
員にも利用者が多かったようであり、花谷
会館と言えば理容室という人も少なくない。
　花谷会館 1 階の京大生協本部には、花谷
暉一氏の写真（写真 3）と、花谷会館の由
来が書かれた額（写真 5）が飾られていた。
実は、花谷会館が取り壊される 30 年前の
1991 年には、一時的ではあったが、枕崎
台風や原子爆弾災害綜合研究調査班の遭難
について記録する資料館として、花谷会館
を建て替えるという機運が高まったとの新
聞記事が出されたことがある。結果的に具
体化しなかった計画ではあったが、発端と
なったのは、原子爆弾災害綜合研究調査班
の遭難に関して医学部関係者を中心に行わ
れていた活動であった。

遭難記念碑と慰霊の集い

　京都大学原子爆弾災害綜合研究調査班の
遭難の地（広島県佐伯郡大野町：現廿日市
市宮浜温泉）には、1970 年 9 月 20 日に除
幕された「京大原爆災害調査班遭難記念碑」
がある（写真 12）。これは、調査班の一員

であり難を逃れた医学部の菊池武彦教授ら
により、25 年にわたる準備の末、1970 年
6 月に具体化した事業により建立されたも
のである。京都と広島を中心に世話人代表
らが、遭難の現地かその近辺に記念碑を建
てることを目指し、多くの調整と交渉を
行ったと記録されている。土地については、
紆余曲折を経ながらも大野町が公園とする
予定だった傾斜地が使用できることになっ
た。記念碑の設計は、京都大学工学部建築
学教室の増田友也教授と前田忠直氏らによ
り行われ、約 2000㎡の土地に、4 枚の大き
な鉄筋コンクリートの三角形の塀がそびえ
たつ造形となった。現地にある 2005 年 9
月付の碑には、「この碑の垂直的な力強い
造形は、大地から天に向けた舞い上がる人
間の復活を象徴」し「追悼と恒久平和への
祈りを表している」と書かれている（P50  
写真 13）。記念碑本体に埋め込まれた銅板
には、京都大学の前田敏男総長による碑文
と犠牲者 11 名の名前が刻まれており（P50  
写真 14）、銅板の傍らには京都から運ばれ
たクスノキが植えられている。
　特筆すべきは、1970 年 9 月 22 日に慰霊
祭が行われて以来、「慰霊の集い」が 2023
年に至るまで毎年（新型コロナウイルスの
影響により 2021 年のみ中止）開かれてき

写真 12　京大原爆災害調査班遭難記念碑の一部外観
（2022 年 8 月撮影）
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たことである。これまで、9 月 17 日に近
い休日（2004 年より前は敬老の日の 9 月
15 日、それ以降は直近の土曜日）を選ん
で開催され、5 年に一度の式典形式の年に
は、京都大学医学部長や芝蘭会広島支部長
に加えて総長や理学部長なども列席してき
た。このように「慰霊の集い」が途切れな
かったという事実は、調査班の遭難の歴史
を風化させず、平和の希求を再認識するた
めに、医学部関係者をはじめとして脈々と
継承されてきたことを示すものである。こ
れに加え、京大や京都府立医科大学の医師
などからなる「核戦争防止・核兵器廃絶を
訴える京都医師の会」により、当時の調査
班の治療記録などがまとめられ、『医師た
ちのヒロシマ』として 1991 年に出版され
た。この出版に伴って、先述の花谷会館の

再建と資料館建設の機運が一時高まった
が、実現には至らなかった。

おわりに

　ここまで、花谷会館が京都大学で辿って
きた歴史を概観するため、荒勝研究室の F
研究、京都大学原子爆弾災害綜合研究調査
班の大野浦陸軍病院での遭難、京都大学
生活協同組合の設立と花谷会館の使用、京
大原爆災害調査班遭難記念碑と慰霊の集い
について、簡単に記載してきた。花谷会館
はこれらの歴史を背負いながら、京都大学
吉田キャンパスの一等地に、戦後から現代
まであり続けた建物であったと言える。し
かし、2021 年に取り壊される際に複数の
報道があったにもかかわらず、このような
歴史的経緯はほとんど認知されていなかっ
た。実際、戦後 70 年の節目の 2015 年 9 月
12 日に開かれた「慰霊の集い」でも、花
谷会館の由来については参列者にもほとん
ど知られていなかったと京大生協の中島達
弥専務理事が振り返っている。この年の「慰
霊の集い」は、京大生協本部が花谷会館か
ら移転することが決まっていたため、例年
献花をしていた京大生協理事長に加えて、
専務理事、学生委員会委員長、教職員委員
会委員長、『らいふすてーじ』（京大生協の
機関紙）編集長も参列し追悼したものだっ
た。これまで、花谷会館と「慰霊の集い」
はそれぞれ別々に、京大において原爆と枕
崎台風による惨禍を語り継いできた。この
ことは非常に貴重で感嘆すべきことである
が、戦後から 80 年もの時が流れた今、相
互にその重要性を確認しあうことも求めら
れるのだろう。
　花谷会館は、京大生協関係者にとっては
あまりに身近であり、少し立ち寄るだけの

写真 14　記念碑に埋め込まれた銅板（2022 年 8 月撮影）

写真 13　記念碑の由来を示す碑（2022 年 8 月撮影）
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人にとっては単に古い建物として映るよう
な、日常的な存在だったと言える。したがっ
て、花谷会館に関わった人全員が、その深
い歴史に思いを馳せていたわけではないと
いうことも事実である。しかしながら、京
大の中に、身近に、原爆と枕崎台風という
1945 年の広島を襲った 2 つの惨禍に連なっ
ており、戦争と平和、学術研究や大学の在
り方、大学生協の歩みなどを、多層的に振
り返ることのできる建物が存在していたこ
とは、重要で記憶に留めるべき事柄であろ
う。その物理的象徴としての花谷会館はす
でになく、記憶としての花谷会館も年々薄
らいでいく一方である。特に、花谷会館を
取り巻く記憶を継承しようとする営みは今
のところなく、戦後 80 年近くに渡る歴史
が失われてしまいかねない。
　「学生の福利厚生の一助に」と寄贈され
た建物が花谷会館であった。建てられて 1
年余りでややなし崩し的に喫茶となり、以
降 2016 年まで京大生協により遺族の思い
に沿って大切に使われた。2021 年の取り
壊しから早 3 年が経過しようとしている
が、大学による跡地の利用方法は未定であ
ると考えられ、まれに自動車が駐車されて
いるのみである。花谷会館は、原爆や枕崎
台風の惨禍に連なる歴史的な文脈を持つ一
方で、直接的にこれらの歴史を伝える遺構
ではない。むしろ、戦後 80 年に渡って使
用される中で、間接的にソフト面から歴史
を継承してきた存在であったのではない
か。資料館や記念碑という形式での継承は
重要であるが、花谷の名を冠するのであれ
ば、何らかの形で、学生の福利厚生の一助
となるような展開も望ましい。なんとして
も、花谷会館にこれまで積もり染み込んで
きたであろう、学生たちの思い出や息づか
いが残るような、歴史や平和の重みを感じ
られる取り組みを行っていきたいものである。
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